
時
代
は
オ
ー
ウ
ェ
ル
の
想
像
力
に
近
づ
く 

 

長
谷
川 

修 
 

 

ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ
ェ
ル
の
『
一
九
八
四
年
』
は
大
戦
直
後
の
１
９
４
８
年
に
書
か
れ
、
全
体
主
義
国

家
の
思
想
統
制
や
人
格
改
造
な
ど
を
描
い
て
い
る
。 

 

こ
こ
で
は
、
双
方
向
の
大
型
画
面
「
テ
レ
ス
ク
リ
ー
ン
」
が
街
角
や
家
庭
に
設
置
さ
れ
、
国
民
の
行
動

は
逐
一
監
視
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
二
重
思
考
」
が
強
要
さ
れ
街
中

ま
ち
じ
ゅ
う

に
「
戦
争
は
平
和
な
り
、
自
由
は
隷

属
な
り
、
無
知
は
力
な
り
」
の
標
語
が
掲
げ
ら
れ
、
危
険
思
想
は
「
二
分
間
憎
悪
」
等
の
集
会
で
糾
弾
さ

れ
る
。 

 

主
人
公
は
報
道
担
当
の
「
真
実
省
」
記
録
局
で
歴
史
や
統
計
の
改
竄
に
取
り
組
み
、
恋
人
は
思
想
担
当

の
「
愛
情
省
」
創
作
局
で
プ
ロ
ー
ル
（
隷
属
的
労
働
者
）
向
け
の
ポ
ル
ノ
小
説
を
量
産
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
中
、
主
人
公
は
危
険
を
か
え
り
み
ず
自
由
に
日
記
を
書
く
こ
と
を
望
み
、
恋
人
と
の
密
会
を
楽
し

む
。
細
心
の
注
意
を
も
っ
て
進
め
た
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
行
動
は
す
べ
て
当
局
に
把
握
さ
れ
て
お
り
、

終
局
的
に
は
過
酷
な
取
り
調
べ
と
凄
惨
な
拷
問
に
よ
っ
て
二
人
は
廃
人
に
さ
れ
る
・
・
・
。
と
デ
ィ
ス
ト

ピ
ア
（
反
ユ
ー
ト
ピ
ア
）
小
説
で
あ
る
。 

  

現
実
の
１
９
８
４
年
か
ら
略
４
０
年
が
経
と
う
と
し
て
い
る
が
、
時
代
は
オ
ー
ウ
ェ
ル
が
７
５
年
前
に

想
像
（
創
造
）
し
た
こ
と
に
近
づ
い
て
い
る
よ
う
だ
。 

 

こ
こ
４
０
年
間
の
Ｉ
Ｔ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
進
展
は
驚
異
的
で
あ
り
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
処
理
と
双
方

向
通
信
の
普
及
で
、「
テ
レ
ス
コ
ー
プ
」
の
監
視
社
会
は
既
に
実
現
し
て
い
る
。「
二
分
間
憎
悪
」
の
場
面

で
は
品
性
に
欠
け
た
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
連
想
し
、
主
人
公
の
「
真
実
省
」
で
や
っ
て
い
る
仕
事
に
は
公

文
書
の
改
竄
や
破
棄
を
思
う
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
時
代
に
流
行
語
と
な
っ
た
代
替
的

オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ

真
実

フ
ァ
ク
ト

や
ポ
ス
ト
真
実

ト
ゥ
ル
ー
ス

は
、
ま
さ
し
く
「
二
重
思
考
」
だ
。 

 

脇
筋
と
な
る
が
、
こ
の
国
で
は
「
ニ
ュ
ー
ス
ピ
ー
ク
」
な
る
言
語
を
完
成
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ

の
言
語
は
、
単
語
の
数
を
究
極
ま
で
減
ら
し
語
意
を
単
純
化
し
、
国
民
に
深
く
考
え
る
こ
と
を
禁
じ
る
た

め
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
昨
今
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
普
及
に
よ
る
論
理
的
文
章
の
衰
微
を
思
わ
せ
る
。 

  

近
未
来
小
説
で
予
測
が
当
た
っ
た
か
ど
う
か
は
そ
れ
ほ
ど
本
質
的
な
問
題
で
は
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も

こ
の
作
品
で
は
、
時
代
が
小
説
を
追
い
か
け
て
い
る
よ
う
で
不
気
味
だ
。 


